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原
田
亜
希
子
君
博
士
学
位
請
求
論
文
審
査
要
旨

論
文
題
目

「
近
世
ロ
ー
マ
の
統
治
と
権
力

―
―
一
六
世
紀
の
教
会
国
家
に
お
け
る
ロ
ー
マ
都
市
政
府
と
教
皇
庁
」

論
文
要
旨

　

本
博
士
学
位
請
求
論
文
は
、
一
六
世
紀
イ
タ
リ
ア
に
成
立
し
た
「
教
会

国
家
」（
一
般
的
に
は
「
教
皇
領
」
と
呼
ば
れ
る
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
キ
リ

ス
ト
教
世
界
に
お
け
る
霊
的
権
威
で
あ
る
教
皇
が
世
俗
君
主
と
し
て
支
配

権
を
握
っ
て
い
た
中
部
イ
タ
リ
ア
の
地
域
）
に
お
い
て
、「
中
央
」
権
力

で
あ
る
ロ
ー
マ
教
会
が
全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
な
世
俗
統
治
機
構
を
発
達

さ
せ
た
か
、
ま
た
そ
の
一
方
で
そ
の
膝
下
に
あ
る
「
地
方
」
で
あ
る
ロ
ー

マ
都
市
政
府
が
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
な
が
ら
そ
の
利
権
を
維
持
し
よ
う

と
し
た
か
、
同
時
に
、
ロ
ー
マ
市
内
外
に
根
強
い
基
盤
を
有
し
た
封
建
貴

族
層
が
ど
の
よ
う
な
権
力
や
人
的
関
係
を
築
い
て
、
こ
の
地
域
の
パ
ワ
ー

バ
ラ
ン
ス
に
関
与
し
た
か
を
、
ロ
ー
マ
の
カ
ン
ピ
ド
ー
リ
オ
文
書
館
に
保

管
さ
れ
て
い
る
評
議
会
議
事
録
、
役
職
者
名
簿
な
ど
都
市
側
の
一
次
史
料

を
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
の
統
治
形
態
と

も
異
な
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
「
近
代
国
家
」
と
も
異
な
る
、「
近
世
国
家
」

に
つ
い
て
総
合
的
に
考
察
し
た
研
究
で
あ
る
。

論
文
の
構
成

　

本
論
文
は
以
下
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
お
り
、
序
論
と
本
論
三
部
九
章

と
結
論
、
お
よ
び
補
論
、
補
遺
と
文
献
目
録
か
ら
な
っ
て
い
る
。

序
論　

研
究
史 

一
．
伝
統
的
研
究 

二
．
プ
ロ
ー
デ
ィ
以
降
、
近
世
国
家
の
視
点
か
ら
の
教
会
国
家
研

究

三
．
近
世
の
都
市
ロ
ー
マ
に
関
す
る
研
究

第
一
部　

一
六
世
紀
の
教
会
国
家 

第
一
章　

一
六
世
紀
の
教
会
国
家
概
観

一
．
一
六
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
情
勢
の
中
で
の
教
会
国
家

二
．
教
会
国
家
の
統
治
シ
ス
テ
ム  

第
二
章　

一
六
世
紀
の
教
皇
庁
組
織
体
制
の
確
立

一
．
司
法
に
対
す
る
役
職
：
ゴ
ヴ
ェ
ル
ナ
ト
ー
レ
の
台
頭 

二
．
行
財
政
に
対
す
る
役
職
：
教
皇
庁
会
計
院
の
発
展
と
枢
機
卿

に
よ
る
聖
省
シ
ス
テ
ム
の
確
立 

第
三
章　

モ
ザ
イ
ク
国
家
と
し
て
の
教
会
国
家
、
バ
ロ
ー
ニ
の
存
在

一
．
バ
ロ
ー
ニ
に
関
し
て
：
そ
の
成
立
と
こ
れ
ま
で
の
研
究 

二
．
一
五
、
一
六
世
紀
の
教
皇
と
の
関
係
の
中
で
の
バ
ロ
ー
ニ 

三
．
教
会
国
家
の
補
完
要
素
と
し
て
の
バ
ロ
ー
ニ
の
存
在
：
新
し

い
研
究
動
向 

四
．
教
会
国
家
の
弱
点
と
し
て
の
バ
ロ
ー
ニ
の
側
面

第
二
部　

一
六
世
紀
の
ロ
ー
マ
都
市
政
府

彙
　
報
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第
一
章　

ロ
ー
マ
都
市
政
府
の
変
遷 

一
．
自
由
な
都
市
コ
ム
ー
ネ
と
し
て
の
誕
生 

二
．
一
三
六
三
年
の
都
市
条
例
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
構
造 

三
．
教
皇
庁
の
帰
還
以
降
の
都
市
政
府 

第
二
章　

一
五
八
〇
年
の
都
市
条
例
に
見
る
ロ
ー
マ
都
市
政
府
の
体

制 

一
．
成
立
過
程
と
概
要 

二
．
ロ
ー
マ
都
市
政
府
の
制
度
改
革
・
新
し
く
確
立
し
た
組
織
体

制 

三
．
内
部
の
規
律
化
の
動
き 

第
三
章　

ロ
ー
マ
都
市
政
府
の
構
成
要
素
、
一
六
世
紀
の
ロ
ー
マ
都

市
エ
リ
ー
ト
層
の
変
遷

 

一
．
ロ
ー
マ
都
市
エ
リ
ー
ト
層
に
関
し
て
：
用
語
の
使
用
と
研

究
史 

二
．
評
議
会
参
加
者 

三
．
ブ
ッ
ソ
ラ
に
み
る
役
職
就
任
者 

四
．
コ
ン
セ
ル
ヴ
ァ
ト
ー
レ
就
任
者

第
三
部　

一
六
世
紀
の
ロ
ー
マ
都
市
政
府
の
活
動
状
況 

第
一
章　

都
市
政
府
の
行
政
活
動 

一
．
穀
物
統
制 

二
．
水
道
・
噴
水
建
設 

三
．
教
皇
の
介
入
に
対
す
る
都
市
政
府
の
抵
抗

第
二
章　

空
位
期
に
み
る
都
市
政
府
の
活
動

一
．
空
位
期
に
都
市
ロ
ー
マ
に
権
限
を
有
す
る
諸
要
素 

二
．
空
位
期
の
都
市
政
府
の
活
動
と
他
勢
力
と
の
関
係

第
三
章　

市
壁
外
に
お
け
る
都
市
政
府
の
活
動
：T

erre del 
Popolo

統
治

一
．
一
六
世
紀
の
ロ
ー
マ
近
郊
ラ
ツ
ィ
オ
地
方
の
状
況 

二
．
ロ
ー
マ
都
市
政
府
の
従
属
共
同
体
に
対
す
る
権
限
・
活
動 

三
．
バ
ロ
ー
ニ
、
教
皇
庁
の
介
入
に
対
す
る
都
市
政
府
の
対
応 

補
論　

一
六
世
紀
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
都
市
政
府

一
．
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
都
市
政
府
に
関
す
る
研
究
史 

二
．
近
世
の
教
会
国
家
と
都
市
ボ
ロ
ー
ニ
ャ 

三
．
セ
ナ
ー
ト
の
決
議
録 

四
．
決
議
録
に
み
る
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
都
市
政
府
の
活
動 

五
．
決
議
録
に
み
る
都
市
政
府
の
体
制
の
強
化

結
論

補
遺　

一
五
八
〇
年
の
ロ
ー
マ
都
市
条
例

文
献
目
録

論
文
の
概
要

　

原
田
亜
希
子
君
は
、
二
〇
〇
三
年
本
塾
文
学
部
入
学
以
来
、
一
貫
し
て

イ
タ
リ
ア
研
究
を
志
し
、
大
学
院
文
学
研
究
科
在
籍
中
に
は
留
学
の
た
め

の
奨
学
金
を
二
回
獲
得
し
て
現
地
で
調
査
研
究
に
あ
た
り
、
一
六
世
紀
の

都
市
ロ
ー
マ
お
よ
び
教
会
国
家
に
つ
い
て
精
力
的
に
研
究
を
進
め
て
き
た
。

本
博
士
学
位
請
求
論
文
は
、
こ
れ
ま
で
発
表
し
た
論
文
五
本
及
び
い
く
つ

か
の
口
頭
報
告
の
成
果
に
、
数
章
を
新
た
に
書
き
加
え
て
練
り
上
げ
た
も

の
で
、
三
〇
万
字
を
超
え
る
浩
瀚
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

五
五
八
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全
体
は
序
論
と
本
論
三
部
九
章
と
結
論
、
お
よ
び
補
論
と
補
遺
と
文
献

目
録
か
ら
な
っ
て
い
る
。
序
論
で
は
研
究
史
を
整
理
し
、
第
一
部
「
一
六

世
紀
の
教
会
国
家
」
で
は
ロ
ー
マ
教
会
が
築
い
た
世
俗
国
家
体
制
を
論
じ
、

第
二
部
「
一
六
世
紀
の
ロ
ー
マ
都
市
政
府
」
で
は
ロ
ー
マ
都
市
政
府
の
沿

革
と
そ
の
構
成
を
分
析
し
、
第
三
部
「
一
六
世
紀
の
ロ
ー
マ
都
市
政
府
の

活
動
状
況
」
で
は
、
ロ
ー
マ
都
市
政
府
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を

し
て
い
た
か
を
、
穀
物
統
制
や
水
道
・
噴
水
建
設
な
ど
の
行
政
、
教
皇
空

位
期
、
ロ
ー
マ
市
壁
外
に
お
け
る
ロ
ー
マ
都
市
政
府
従
属
共
同
体
な
ど
の

事
例
を
通
じ
て
論
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
補
論
「
一
六
世
紀
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

都
市
政
府
」
で
は
、
同
じ
く
教
会
国
家
内
に
あ
り
な
が
ら
ロ
ー
マ
市
と
は

諸
条
件
が
大
き
く
異
な
る
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
市
を
取
り
上
げ
て
、
教
会
国
家
の

特
徴
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
補
遺
「
一
五
八
〇
年

の
ロ
ー
マ
都
市
条
例
」
で
は
、
当
時
の
状
況
を
よ
く
示
し
て
い
る
都
市
条

例
を
全
訳
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
制
度
の
実
態
に
新
た
な
光
を
投
げ
か
け

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

論
文
各
章
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

▪
序
論

　

本
章
で
は
一
六
世
紀
の
教
会
国
家
を
め
ぐ
る
研
究
史
を
概
括
し
、
中
世

に
お
い
て
は
ロ
ー
マ
教
会
の
緩
や
か
な
支
配
に
服
す
る
「
地
域
の
複
合

体
」
で
あ
っ
た
諸
地
域
が
、
一
五
世
紀
以
降
、
教
皇
の
下
で
の
領
域
国
家

化
が
進
み
、
一
六
世
紀
中
頃
に
は
教
皇
自
ら
が
「
国
家
（Stato

）」
と
い

う
言
葉
を
公
的
に
用
い
る
よ
う
な
集
権
化
に
至
っ
た
が
、
こ
の
支
配
を
ど

の
よ
う
に
理
解
す
る
か
に
つ
い
て
の
論
争
を
整
理
す
る
。
そ
し
て
、
古
く

か
ら
見
ら
れ
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
研
究
者
か
ら
の
「
教
会
国
家
と
は
、

霊
的
権
威
で
あ
る
教
皇
権
の
道
徳
的
堕
落
」
と
い
う
批
判
、
ま
た
国
民
国

家
的
な
展
望
を
有
す
る
研
究
者
か
ら
の
「
イ
タ
リ
ア
の
近
代
化
の
妨
げ
」

と
い
う
リ
ソ
ル
ジ
メ
ン
ト
史
観
に
加
え
て
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
カ
ト

リ
ッ
ク
系
研
究
者
に
よ
る
「
教
会
国
家
は
同
時
代
の
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

国
よ
り
も
強
固
な
中
央
集
権
化
を
進
め
、
常
設
外
交
官
や
中
央
官
僚
制
と

い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
近
代
的
要
素
を
備
え
て
い
た
」
と
の
主
張
、
一
九
八

〇
年
代
以
降
新
し
く
興
っ
た
多
元
的
な
権
力
の
イ
ン
タ
ー
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
近
世
国
家
を
捉
え
る
地
方
都
市
・
地
域
研
究
か
ら
の
動
き
、
さ
ら
に

一
九
九
〇
年
以
降
に
お
け
る
ロ
ー
マ
都
市
固
有
の
社
会
構
造
や
行
政
組
織

に
注
目
す
る
研
究
動
向
が
示
さ
れ
て
い
る
。

▪
第
一
部

　

こ
こ
で
は
一
六
世
紀
の
教
会
国
家
を
概
観
す
る
。
第
一
章
で
は
当
時
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
情
勢
に
お
け
る
ロ
ー
マ
教
会
の
動
き
や
、
教
会
国
家
の
全
体

的
統
治
体
制
を
説
明
し
、
教
皇
庁
が
領
域
内
の
諸
権
限
の
掌
握
に
成
功
し
、

徐
々
に
中
央
集
権
的
体
制
を
導
入
し
て
、
行
財
政
・
司
法
組
織
の
整
備
が

進
ん
で
い
く
様
子
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

第
二
章
で
は
、
そ
の
よ
う
に
国
家
機
構
を
整
備
し
つ
つ
あ
っ
た
教
皇
庁

の
中
央
組
織
内
に
、
都
市
ロ
ー
マ
の
統
治
に
関
わ
る
役
職
が
確
立
し
て
い

く
様
子
が
、
聖
俗
の
区
分
を
超
え
て
司
法
権
を
一
元
的
に
握
る
ゴ
ヴ
ェ
ル

ナ
ト
ー
レ
、
行
財
政
を
職
掌
す
る
カ
メ
ル
レ
ン
ゴ
、
各
分
野
を
専
門
的
に

扱
う
聖
省
シ
ス
テ
ム
を
中
心
に
、
概
観
さ
れ
て
い
る
。

　

第
三
章
で
は
、
中
央
集
権
化
が
進
め
ら
れ
て
い
く
教
会
国
家
内
に
割
拠

五
五
九
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す
る
バ
ロ
ー
ニ
と
よ
ば
れ
る
伝
統
的
封
建
貴
族
層
に
つ
い
て
考
察
し
、
彼

ら
が
教
会
国
家
の
中
央
集
権
化
の
中
で
も
、
な
お
伝
統
的
勢
力
を
存
続
さ

せ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関
係
や
軍
事
力
を
介
し

て
、
教
会
国
家
形
成
に
貢
献
し
て
い
た
点
を
明
ら
か
に
し
、
同
時
に
域
外

諸
勢
力
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
教
皇
権
を
掣
肘
し
て
い
た
こ
と
も

示
さ
れ
て
い
る
。

▪
第
二
部

　

第
二
部
で
は
本
論
文
の
主
テ
ー
マ
で
あ
る
ロ
ー
マ
都
市
政
府
に
関
し
て

考
察
す
る
。
第
一
章
で
は
、
ロ
ー
マ
都
市
政
府
の
体
制
が
ど
の
よ
う
に
変

化
し
て
い
っ
た
の
か
を
、
一
五
、
一
六
世
紀
の
ロ
ー
マ
都
市
条
例
の
改
定

状
況
や
教
皇
の
勅
令
か
ら
概
観
す
る
。
既
得
権
を
脅
さ
れ
た
都
市
エ
リ
ー

ト
層
が
、
伝
統
的
特
権
を
取
り
戻
す
た
め
、
教
皇
庁
に
対
し
て
時
に
武
力

を
行
使
し
て
反
発
す
る
一
方
で
、
教
皇
庁
の
存
在
に
依
存
す
る
が
ゆ
え
に
、

現
状
に
適
応
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
結
果
、
都
市
エ
リ
ー
ト
層
は
教
皇
た

ち
と
交
渉
を
繰
り
返
し
、
ロ
ー
マ
都
市
政
府
を
教
皇
庁
主
導
に
よ
る
一
つ

の
「
全
体
的
シ
ス
テ
ム
」
へ
と
融
合
さ
せ
る
に
至
っ
た
こ
と
を
論
証
し
て

い
る
。

　

第
二
章
で
は
、
一
六
世
紀
の
都
市
政
府
は
最
終
的
に
ど
の
よ
う
な
体
制

と
し
て
確
立
さ
れ
た
か
を
、
一
五
八
〇
年
の
都
市
条
例
か
ら
検
証
す
る
。

古
代
以
来
の
伝
統
を
体
現
す
る
セ
ナ
ト
ー
レ
が
大
幅
に
権
限
を
失
っ
た
こ

と
に
端
的
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
都
市
政
府
は
教
皇
主
導
下
に
組
み
込
ま

れ
て
い
っ
た
が
、
新
た
に
在
地
ロ
ー
マ
人
の
代
表
で
あ
る
コ
ン
セ
ル
ヴ
ァ

ト
ー
レ
を
中
心
と
し
た
体
制
を
つ
く
り
あ
げ
、
流
入
す
る
有
力
者
へ
の
市

民
権
授
与
や
評
議
会
お
よ
び
役
職
者
選
出
方
法
に
対
す
る
規
定
を
通
じ
て
、

都
市
政
府
が
一
定
の
権
限
を
維
持
し
、
秩
序
を
敷
い
て
い
た
こ
と
を
論
じ

て
い
る
。

　

第
三
章
で
は
、
都
市
政
府
の
評
議
会
参
加
者
や
役
職
就
任
者
を
考
察
し

て
、
ロ
ー
マ
都
市
政
府
を
実
際
に
担
っ
て
い
た
の
が
ど
の
よ
う
な
人
物
で

あ
り
、
流
動
性
の
高
い
都
市
社
会
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
組
織
と
し

て
の
一
体
性
を
維
持
し
て
い
た
の
か
を
考
察
す
る
。
そ
し
て
重
要
役
職
の

就
任
に
つ
い
て
は
、
家
系
単
位
で
は
ロ
ー
マ
の
伝
統
的
家
系
が
優
位
を
占

め
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
新
し
い
家
門
の
参
入
も
そ
れ
ら
の
古
い
家
系
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
で
行
わ
れ
て
お
り
、
伝
統
的
勢
力
の
下
で
都
市
政
府
の

一
体
性
が
維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

▪
第
三
部

　

第
三
部
で
は
一
六
世
紀
の
都
市
政
府
の
実
際
の
活
動
状
況
に
目
を
向
け

て
い
る
。
第
一
章
で
は
当
時
の
都
市
政
府
の
行
政
活
動
を
、
都
市
評
議
会

議
事
録
を
用
い
て
考
察
す
る
。
財
政
確
保
の
た
め
の
新
税
導
入
や
都
市
役

職
者
任
命
な
ど
の
教
皇
庁
に
よ
る
介
入
に
対
し
て
は
、
都
市
政
府
は
伝
統

的
権
限
を
侵
害
す
る
も
の
と
し
て
抵
抗
し
、
多
く
の
場
合
に
お
い
て
都
市

エ
リ
ー
ト
層
の
既
得
権
益
は
守
ら
れ
て
い
た
。
だ
が
穀
物
供
給
や
水
道
・

噴
水
建
設
の
よ
う
な
一
都
市
を
超
え
る
事
業
に
関
し
て
は
、
教
皇
庁
が
主

導
権
を
握
り
、
都
市
政
府
の
役
割
は
二
次
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

都
市
政
府
は
、
都
市
の
利
害
や
市
民
の
生
活
に
対
す
る
ダ
メ
ー
ジ
が
最
小

限
に
な
る
よ
う
一
定
の
活
動
は
維
持
し
て
い
た
が
、
教
皇
の
政
策
実
行
機

関
と
し
て
の
役
割
に
自
ら
の
存
続
の
道
を
見
出
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。

五
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第
二
章
で
は
、
空
位
期
と
い
う
教
皇
制
特
有
の
権
力
の
空
白
期
に
注
目

し
、
教
皇
の
不
在
に
よ
っ
て
既
存
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
き
く
変
化
す
る
時
期

に
お
い
て
、
都
市
政
府
が
他
の
諸
権
力
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
結
び
、
実

際
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
か
を
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
ロ
ー

マ
の
発
展
を
教
皇
庁
の
存
在
そ
の
も
の
に
負
っ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
あ
く

ま
で
教
皇
庁
に
従
属
す
る
と
い
う
大
き
な
枠
組
み
を
変
え
る
意
思
は
な
い

も
の
の
、
そ
の
中
で
都
市
政
府
は
、
都
市
の
治
安
や
バ
ロ
ー
ニ
を
利
用
す

る
こ
と
で
、
自
ら
の
権
限
を
最
大
限
に
確
保
し
よ
う
と
し
た
と
論
じ
ら
れ

る
。

　

第
三
章
で
は
、
こ
の
よ
う
な
権
力
バ
ラ
ン
ス
が
、
市
壁
外
で
は
ど
の
よ

う
に
展
開
し
て
い
た
か
を
考
察
す
る
た
め
に
、
ロ
ー
マ
都
市
政
府
が
伝
統

的
に
支
配
権
を
持
つ
ロ
ー
マ
近
郊
の
四
つ
の
従
属
共
同
体
に
注
目
し
て
考

察
す
る
。
そ
し
て
中
世
に
比
べ
る
と
そ
の
権
限
は
大
幅
に
縮
小
し
た
と
は

い
え
、
都
市
政
府
は
な
お
広
範
な
司
法
権
を
行
使
し
、
上
位
者
と
し
て
従

属
共
同
体
に
積
極
的
に
介
入
し
、
権
限
の
保
持
に
努
め
て
い
た
こ
と
を
検

証
し
、
市
壁
内
同
様
、
市
壁
外
に
お
い
て
も
、
都
市
政
府
は
教
皇
庁
や
バ

ロ
ー
ニ
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
下
に
、
一
定
の
権
限
と
活
動
を
維
持
し
て
い
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

▪
補
論

  

補
論
で
は
、
同
じ
く
教
会
国
家
内
の
都
市
で
あ
る
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
に
視
点

を
移
し
、
近
世
に
お
け
る
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
都
市
政
府
の
活
動
状
況
を
教
皇
庁

と
の
関
係
か
ら
考
察
す
る
。
そ
し
て
ロ
ー
マ
か
ら
遠
く
、
コ
ム
ー
ネ
と
し

て
の
伝
統
が
強
い
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
都
市
政
府
は
、
一
六
世
紀
の
教
会
国
家
の

中
央
集
権
化
の
動
き
の
中
で
も
、
財
政
、
司
法
に
お
い
て
ロ
ー
マ
と
比
べ

て
は
る
か
に
伝
統
的
活
動
を
維
持
し
て
い
た
こ
と
を
検
証
し
て
い
る
。

ロ
ー
マ
で
は
新
規
有
力
者
の
流
入
が
続
き
、
一
方
で
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
で
は
都

市
エ
リ
ー
ト
層
の
閉
鎖
化
が
進
ん
だ
と
い
う
違
い
は
あ
る
が
、
ボ
ロ
ー
ニ

ャ
都
市
政
府
も
、
ロ
ー
マ
都
市
政
府
と
同
様
に
、
教
会
国
家
体
制
の
一
補

完
要
素
と
し
て
組
み
込
ま
れ
つ
つ
あ
り
、
教
皇
庁
は
在
地
勢
力
の
合
意
を

得
な
が
ら
、
全
体
の
統
治
を
行
お
う
と
し
て
お
り
、
都
市
エ
リ
ー
ト
層
も
、

教
皇
に
従
属
す
る
中
で
伝
統
的
特
権
の
保
持
に
努
め
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
に
に
な
っ
た
。

▪
結
論　

　

こ
れ
ら
の
考
察
か
ら
、
原
田
亜
希
子
君
は
、
都
市
社
会
に
根
づ
い
て
い

た
ロ
ー
マ
都
市
政
府
が
、
近
世
に
お
い
て
も
、
教
会
国
家
体
制
の
中
で
都

市
を
平
和
に
統
治
す
る
上
で
の
一
補
完
要
素
と
し
て
あ
る
程
度
の
活
動
を

維
持
し
て
い
た
と
結
論
す
る
。
確
か
に
、
都
市
ロ
ー
マ
は
教
皇
の
膝
下
に

あ
っ
て
教
皇
庁
の
介
入
が
強
く
、
近
世
に
お
い
て
も
都
市
の
流
動
性
が
高

か
っ
た
た
め
、
新
規
有
力
者
の
流
入
は
続
い
た
が
、
ロ
ー
マ
都
市
政
府
は

こ
れ
ら
の
新
し
い
要
素
を
受
け
入
れ
な
が
ら
も
、
伝
統
的
都
市
エ
リ
ー
ト

層
が
都
市
政
府
を
あ
る
程
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
体
制
を
確
立
し
た
。
そ

し
て
教
皇
庁
主
導
に
よ
る
一
つ
の
全
体
的
シ
ス
テ
ム
に
取
り
込
ま
れ
て
い

っ
た
と
は
い
え
、
地
域
レ
ベ
ル
で
は
都
市
民
の
利
害
に
密
接
に
係
わ
る
活

動
は
維
持
し
、
空
位
期
の
存
在
や
伝
統
的
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
バ
ロ
ー

ニ
の
存
在
を
巧
み
に
利
用
し
て
、
教
皇
庁
と
の
間
に
常
に
バ
ラ
ン
ス
を
模

索
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

五
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他
方
で
、
教
皇
た
ち
も
、
上
位
者
と
し
て
そ
の
権
限
は
確
立
し
て
い
た

と
は
い
え
、
ロ
ー
マ
都
市
政
府
の
権
限
の
無
化
を
望
ん
だ
わ
け
で
は
な
か

っ
た
。
む
し
ろ
教
皇
は
選
挙
制
で
あ
り
、
ま
た
外
か
ら
の
要
素
で
あ
る
こ

と
が
多
か
っ
た
た
め
、
伝
統
的
な
基
盤
を
域
内
に
有
さ
な
か
っ
た
。
教
皇

は
、
国
家
内
の
統
一
的
貴
族
層
の
発
展
も
希
薄
だ
っ
た
教
会
国
家
に
お
い

て
安
定
的
に
統
治
す
る
上
で
、
常
に
中
間
団
体
の
存
在
を
必
要
と
し
、
こ

の
こ
と
が
都
市
ロ
ー
マ
と
教
皇
庁
の
関
係
構
築
に
も
大
き
く
影
響
し
た
と

す
る
。
す
な
わ
ち
、
教
会
国
家
の
特
殊
性
と
し
て
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国

と
の
違
い
が
強
調
さ
れ
て
き
た
選
挙
制
な
ど
の
点
が
、
む
し
ろ
教
会
国
家

に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
世
国
家
の
統
治
の
あ
り
方
が
も
っ
と
も
顕
著
に
表
れ
る

事
態
を
も
た
ら
し
た
と
主
張
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
複
雑
な
バ
ラ
ン
ス
と
合
意
形
成
の
下
で
都
市
ロ
ー
マ
の
統

治
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
政
治
勢
力
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
た
シ

ス
テ
ム
と
し
て
の
近
世
国
家
の
統
治
の
あ
り
方
の
典
型
例
と
い
え
、
一
六

世
紀
の
教
会
国
家
に
お
け
る
首
都
ロ
ー
マ
の
統
治
状
況
を
、
都
市
政
府
と

教
皇
庁
と
の
関
係
か
ら
考
察
す
る
こ
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
世
国
家
の
統

治
の
あ
り
方
を
解
明
す
る
最
良
の
事
例
研
究
と
い
え
る
と
結
論
づ
け
て
い

る
。

審
査
要
旨

　

本
論
文
は
、
霊
的
権
威
で
あ
る
教
皇
が
世
俗
君
主
と
し
て
支
配
す
る
教

会
国
家
と
い
う
国
家
に
お
い
て
、
中
世
コ
ム
ー
ネ
以
来
の
自
治
の
伝
統
を

有
す
る
ロ
ー
マ
都
市
政
府
が
、
近
世
初
頭
、
国
家
機
構
の
整
備
を
進
め
る

教
皇
に
よ
っ
て
次
第
に
自
治
権
を
剥
奪
さ
れ
、
最
終
的
に
は
教
会
国
家
内

の
一
中
間
団
体
と
し
て
末
端
行
政
を
担
う
機
構
と
化
し
て
行
く
プ
ロ
セ
ス

を
綿
密
に
跡
づ
け
た
も
の
で
あ
り
、
中
世
コ
ム
ー
ネ
の
衰
退
過
程
の
分
析

と
し
て
も
、
ま
た
複
合
国
家
た
る
近
世
国
家
の
実
態
解
明
と
し
て
も
き
わ

め
て
す
ぐ
れ
た
研
究
と
評
価
し
う
る
。
本
論
文
に
お
け
る
先
行
研
究
の
理

解
と
整
理
、
お
よ
び
そ
れ
に
基
づ
い
た
研
究
テ
ー
マ
の
設
定
、
未
刊
行
史

料
の
探
索
と
利
用
、
膨
大
な
量
の
イ
タ
リ
ア
語
・
ラ
テ
ン
語
の
史
料
読
解
、

細
部
に
お
け
る
着
眼
や
分
析
の
鋭
さ
、
全
体
の
論
理
構
成
な
ど
様
々
な
面

で
堅
固
に
組
み
立
て
ら
れ
て
お
り
、
き
わ
め
て
高
水
準
に
あ
る
も
の
と
判

断
し
う
る
。

　

特
に
「
第
三
部　

第
二
章　

空
位
期
に
み
る
都
市
政
府
の
活
動
」
は
本

論
文
中
も
っ
と
も
精
彩
に
富
み
分
析
が
冴
え
て
お
り
、
本
論
文
の
最
重
要

部
分
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
一
六
世
紀
教
会
国
家
の
特
異
性
が

集
中
し
て
現
れ
て
い
る
。
そ
の
特
異
性
と
は
、
空
位
期
に
ロ
ー
マ
は
一
種

の
無
政
府
状
態
に
陥
り
、
都
市
の
統
治
を
め
ぐ
っ
て
教
皇
庁
（
枢
機
卿

団
）―
都
市
政
府
―
バ
ロ
ー
ニ
の
権
力
関
係
が
流
動
化
し
て
複
雑
な
合
従

連
衡
が
生
じ
る
が
、
教
皇
の
権
威
そ
の
も
の
は
決
し
て
否
定
さ
れ
ず
、
む

し
ろ
逆
に
教
皇
の
不
可
欠
性
が
強
く
意
識
さ
れ
る
と
い
う
パ
ラ
ド
キ
シ
カ

ル
な
現
象
で
あ
る
。
こ
う
し
た
現
象
は
、
教
皇
が
非
世
襲
制
で
あ
り
、
教

皇
の
死
後
選
挙
に
よ
っ
て
次
期
教
皇
が
選
ば
れ
る
ま
で
の
間
権
力
が
空
白

状
態
と
な
る
ロ
ー
マ
で
は
不
可
避
的
に
生
じ
る
。
そ
う
し
た
無
政
府
状
態

の
中
で
都
市
政
府
が
、
旧
来
の
特
権
回
復
を
め
ざ
し
な
が
ら
同
時
に
教
皇

の
権
威
を
求
め
る
と
い
う
矛
盾
し
た
態
度
に
、
教
皇
へ
の
従
属
化
を
強
め

る
当
時
の
都
市
政
府
の
性
格
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
他
の
君
主

制
国
家
に
は
な
い
矛
盾
と
逆
説
に
満
ち
た
従
属
化
の
過
程
を
詳
細
に
跡
づ

五
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ま
た
「
第
二
部　

第
二
章　

二
．
ロ
ー
マ
都
市
政
府
の
制
度
改
革
・
新

し
く
確
立
し
た
組
織
体
制
」
の
分
析
に
お
け
る
司
法
に
お
け
る
セ
ナ
ト
ー

レ
選
出
方
法
と
「
一
五
八
〇
年
の
都
市
条
例
」
の
「
沈
黙
」
に
関
す
る
分

析
は
鋭
く
興
味
深
い
。
こ
の
「
沈
黙
」
が
教
皇
に
よ
る
都
市
政
府
の
自
治

権
剥
奪
の
一
面
を
暗
示
し
て
い
る
こ
と
は
著
者
の
い
う
通
り
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
こ
の
「
沈
黙
」
に
つ
い
て
は
も
う
少
し
踏
み
込
ん
だ
考
察
が
可
能

と
思
わ
れ
る
。
沈
黙
は
と
き
に
明
言
よ
り
も
雄
弁
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す

べ
き
で
あ
る
。
司
法
官
で
あ
る
セ
ナ
ト
ー
レ
は
「
外
人
」
で
あ
る
べ
き
と

い
う
原
則
は
、
む
し
ろ
教
皇
が
自
分
に
都
合
の
良
い
「
外
人
」
を
セ
ナ

ト
ー
レ
に
据
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
解
釈
し
う
る
の
で
は
な
い
か
。
す
な

わ
ち
「
セ
ナ
ト
ー
レ
は
「
外
人
」
で
あ
る
べ
き
」
と
い
う
よ
う
に
規
定
の

意
味
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
教
皇
側
に
有
利
な
、

し
か
し
都
市
政
府
側
に
不
利
な
変
化
で
あ
る
。
そ
こ
に
「
沈
黙
」
の
理
由

を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
一
方
で
「
一
五
八
〇
年
の
都
市
条
例
」

で
は
、
セ
ナ
ト
ー
レ
に
関
す
る
「
沈
黙
」
が
あ
る
一
方
で
、
コ
ン
セ
ル
ヴ

ァ
ト
ー
レ
の
権
限
が
強
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
都
市
政
府
か
ら
見
て
、

セ
ナ
ト
ー
レ
が
上
記
の
よ
う
に
教
皇
の
統
治
手
段
と
さ
れ
て
い
く
方
向
に

対
す
る
都
市
政
府
側
の
対
抗
措
置
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
セ
ナ

ト
ー
レ
の
「
沈
黙
」
と
コ
ン
セ
ル
ヴ
ァ
ト
ー
レ
の
権
限
強
化
を
表
裏
一
体

の
も
の
と
し
て
み
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
以
上
は
単
な
る
推
測
あ
る
い
は

研
究
の
方
向
性
の
提
示
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
う
し
た
推
測
を
史
料
に
よ
っ

て
実
証
で
き
れ
ば
本
論
文
全
体
の
主
張
を
一
層
堅
固
な
も
の
に
し
う
る
と

思
わ
れ
る
。

　

い
く
つ
か
の
瑕
疵
あ
る
い
は
研
究
課
題
が
な
い
わ
け
で
は
、
も
ち
ろ
ん

な
い
。
ま
ず
第
一
に
一
六
世
紀
後
半
の
教
会
国
家
と
ロ
ー
マ
都
市
政
府
を
、

長
期
的
ス
パ
ン
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
視
点
が
揺
れ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
教
会
国
家
の
中
央
集
権
化
は
ど
の
程
度
先
進
的
で

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
ロ
ー
マ
都
市
政
府
は
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
全
体
的
な
展
望
を
も
っ
と
明
確
に
示
し
て

ほ
し
か
っ
た
。

　

ま
た
経
済
活
動
に
対
す
る
論
考
が
不
足
し
て
い
る
。
本
論
文
で
論
じ
ら

れ
る
諸
勢
力
を
支
え
る
教
会
国
家
全
体
の
経
済
状
況
は
、
ど
の
よ
う
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
ロ
ー
マ
都
市
政
府
の
財
政
に
関

す
る
ま
と
ま
っ
た
考
察
も
欲
し
か
っ
た
。
司
法
権
に
つ
い
て
は
、
教
皇
庁

に
よ
っ
て
都
市
政
府
か
ら
司
法
権
が
奪
わ
れ
て
い
く
過
程
が
詳
し
く
論
じ

ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
都
市
政
府
が
教
会
国
家
体
制
に
組
み
込
ま

れ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
財
政
権
に
つ
い

て
も
同
様
の
プ
ロ
セ
ス
を
た
ど
り
う
る
の
で
は
な
い
か
。
中
世
コ
ム
ー
ネ

の
「
自
治
」
と
い
う
と
き
、
自
治
を
支
え
る
二
本
の
柱
は
司
法
権
と
財
政

権
で
あ
る
。
徴
税
に
よ
る
財
源
が
な
け
れ
ば
コ
ム
ー
ネ
の
自
治
活
動
を
展

開
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
本
論
文
で
は
、
都
市
政
府
の
財
政

権
に
つ
い
て
は
各
所
で
断
片
的
に
触
れ
ら
れ
る
の
み
で
、
ま
と
ま
っ
た
叙

述
が
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
史
料
面
で
の
困
難
は
あ
る
と
思
う
が
、
今

後
は
こ
の
面
を
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
。

　

ま
た
ロ
ー
マ
都
市
政
府
あ
る
い
は
市
民
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
す

る
議
論
が
ほ
し
か
っ
た
。
中
世
コ
ム
ー
ネ
の
自
治
と
は
、
特
権
や
権
力
と

同
時
に
意
識
の
問
題
で
も
あ
る
。
伝
統
的
な
自
治
に
固
執
す
る
ロ
ー
マ
市

五
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民
の
意
識
は
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
形
で
表
出
さ
れ
る
の
か
。
同
時
代

の
他
都
市
で
は
そ
れ
は
守
護
聖
人
、
そ
の
図
像
や
祝
祭
、
都
市
年
代
記
な

ど
の
形
を
取
っ
て
表
れ
る
。
本
論
文
の
場
合
、
セ
ナ
ト
ー
レ
が
古
代
ロ
ー

マ
の
そ
れ
の
後
継
者
で
あ
る
と
い
う
主
張
に
一
つ
の
表
れ
を
見
て
取
る
こ

と
が
で
き
、
ま
た
古
代
イ
メ
ー
ジ
の
利
用
に
関
し
て
教
皇
と
都
市
政
府
の

間
で
一
種
の
争
奪
戦
が
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
は
興
味
深
い
。
し
か
し
そ
れ

以
外
に
こ
う
し
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
表
象
の
例
は
少
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
市
民
を
凝
集
さ
せ
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
核
と
も
い
う
べ
き
も

の
は
ロ
ー
マ
で
は
発
達
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

構
成
上
の
瑕
疵
と
し
て
は
、
補
論
で
論
じ
ら
れ
た
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
の
事
例

の
扱
い
で
あ
る
。
補
論
で
は
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
都
市
政
府
に
つ
い
て
ロ
ー
マ

と
同
様
の
視
点
か
ら
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
論
旨
の
ま
ま
で

は
、「
補
論
」
は
付
け
足
し
と
い
う
感
じ
を
否
め
な
い
。
論
文
主
部
は
都

市
ロ
ー
マ
に
近
い
現
在
の
ラ
ツ
ィ
オ
州
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
地
域
に
関
し
て

展
開
さ
れ
て
お
り
、
若
干
の
飛
躍
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
補
論
」

は
、
結
論
の
後
に
置
き
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
全
体
の
結
論
に
含
め
な

い
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
あ
る
い
は
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
だ
け
で
な
く
、

教
会
国
家
に
何
ら
か
の
か
た
ち
で
帰
属
し
て
い
た
ペ
ル
ー
ジ
ャ
あ
る
い
は

リ
ミ
ニ
な
ど
に
も
斉
一
的
に
下
さ
れ
た
政
策
を
検
討
す
る
な
ら
ば
、
教
会

国
家
の
権
力
構
造
は
よ
く
見
え
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
ら
に
原
田
君
自
身
も
改
め
て
現
地
調
査
を
行
っ
て
い
る
よ
う
に
、
す

で
に
自
覚
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
バ
ロ
ー
ニ
あ
る
い
は
従
属
共
同
体
の

実
態
に
つ
い
て
の
理
解
が
な
お
足
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば

バ
ロ
ー
ニ
に
は
国
境
を
越
え
て
封
土
を
有
し
、
複
数
の
主
君
を
戴
い
て
い

た
者
も
多
い
が
、
彼
ら
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た

本
論
文
は
教
会
勢
力
に
つ
い
て
は
論
考
を
避
け
て
い
る
が
、
都
市
政
府
や

バ
ロ
ー
ニ
な
ど
と
と
も
に
、
教
皇
庁
に
服
し
な
が
ら
も
、
や
は
り
利
害
が

必
ず
し
も
一
致
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
司
教
や
修
道
院
に
関
す
る
検
討
も
、

こ
の
教
会
国
家
と
い
う
「
モ
ザ
イ
ク
」
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
今
後
視

座
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
課
題
は
残
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
教
皇
庁

の
存
在
に
よ
っ
て
見
え
に
く
く
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
研
究
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
ロ
ー
マ
都
市
政
府
の
活
動
を
明
確
に
し
、
教
会
国
家
に

お
け
る
都
市
政
府
の
位
置
づ
け
を
示
し
た
と
い
う
点
で
、
国
際
的
に
意
義

の
あ
る
研
究
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
近
代
以
降
の
国
際
秩
序
の
根
幹
を

な
す
国
民
国
家
と
い
う
枠
組
み
が
揺
ら
い
で
い
る
現
在
、「
国
家
」
形
成

期
に
お
け
る
一
つ
の
特
異
な
事
例
と
し
て
、
ま
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
以
前

の
時
期
に
お
け
る
国
家
の
事
例
と
し
て
、
原
田
君
の
研
究
は
、
実
証
的
研

究
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
国
家
と
い
う
単
位
を
改
め
て
考
え
る
と
い
う
点

に
お
い
て
も
、
大
き
な
価
値
が
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

　

以
上
の
諸
点
か
ら
、
審
査
委
員
一
同
は
、
本
論
文
が
博
士
（
史
学
）
の

学
位
授
与
に
十
分
ふ
さ
わ
し
い
と
判
断
す
る
。
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